
 

 

  会津若松市市街地の住宅団地に暮らす高齢者向けの移動販売や「食と健康」をテーマとした絆づくりイベ 

ント開催を行う。 

 

  平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 

 

  会津若松市の中心市街地の中でも高齢化が進んで、買い物に不自由されている方が多いとされている城西 

地区（西七日町・金川町）と日新地区（五月町・八日町・緑町）を中心に移動販売車の運行を実施しました。

毎週金曜日に運行し、販売停車場所は２１ヶ所でした。高齢者が対象ということもあり、停車場所は間隔が 

あまり空かないようにし、利用しやすいようにしました。１ヶ所当たり１５分前後の買い物時間を確保しな 

がら巡回しました。１ヶ所の利用人数は３人前後でした。商品は生魚や精肉、弁当や揚げ物など約６００品 

目を揃えました。 

  運行回数が増すごとに販売員や買い物に来られた方同士の会話が生まれるようになり、地域コミュニティ 

の醸成にも役立ちました。また、地域コミュニティ構築に向けた高齢者向け健康指導や運動教室は１２月に 

２ヵ所で実施し、それぞれに２５名が参加し、健康体操や健康相談などを行い、地域のコミュニティを深め 

ることができました。 

 

  移動販売車に積んでいない商品や特別注文も承り、次週に積んでいきました。 

 

 

        

高齢者の多い場所の道路脇や空き地に停車し、      移動販売車運行コースの集会場で開催された 

利用していただきました。               高齢者向け地域コミュニティ健康体操教室 

 

「移動販売車運行による中山間地域ならびに中心市街地の買い物弱者対策 

事業」 

（生活協同組合コープあいづ（喜多方市）） 


